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小学校2年生くらいの時、その時はアルゼンチンの学校にいたのですが、教室で突然立ち

上がって、自分のことを話そうとしたことがありました。話したかった内容はまったく状況

とは関係なく、ほぼ妄想に近いのですが、自分の内にくすぶっていた想いをなんとか言葉に

して表現したいという決意で、立ち上がったのです。

でも、言葉は全く出てきませんでした。先生はしばらく黙って待ってから、 「また今度聞かせ

てもらおうね」と優しく座らせてくれました。その時のことをすごく覚えています。

言葉にはならなかったけれど、自分のなかにあるぽんとうのことを表そうと勇気を出して立

ち上がり、先生や友達がその「表現」を、そっと見守ってくれたこと。

ブエノスアイレス日本人学校は、一学年10へ15名ほどの小さな学校で、門番のゴメスさんが

いつも笑顔で迎えてくれて、先生との距離が近く、場面繊黙のある子も、私のように突拍子

のない子も、柔らかく受け止めてくれる土壌があったように記憶しています。そんな私が、

日本の公立小学校に戻ったのは小学校3年生の時でした。その時の衝撃は決して忘れられま

せん。いま娘・友珠が、その年齢です。

* * * * * * * * * * *

今年の8月から11月まで、ぴっぴスタッフであり演劇教育フアシリテークーである中澤聖

子さんが中心になって行う、小学生向け「自分と友達を知る遊び表現ワークショップ」があ

り、ピンときた私は、迷うことなく、友珠を誘って送り出すことにしました。

全8回のワークショップは、非常に感動的なものでした。

遊びや演劇表現を使ったワークショップで、子どもたちは、回を重ねるごとに生き生きと、

水を得た魚のように自分を表現しはじめ、大人の目にもそれは明らかな程でした。

ちゃんと想いを口にできること。口にした想いを受け止めてもらえること。 「言わない」も表

現として認めてもらえること。遊びながら、感じながら、動きながら、考えながら、笑いな

がら、身体と心を使って過ごしたこの1日2時間×8日間の時間が、いかに楽しく濃密であ

ったか、十分すぎるほどの言葉を子どもたちから聞くことができました。

そして、言葉じゃない、言葉も。

この時間が間もなく終わることへの寂しさ。手紙。涙。

もしかしたら、子どもたちも、大人と同じように、学校や日常の中で人間関係のパワーバラ

ンスを感じながら、主観を含まない情報を言葉でやりとりし、 「自分の中にあるほんとうのこ



と」を表せずにいたのではないか。 「自分の中にあるほんとうのこと」を表し合い、認め合っ

たら、こんなに深く友達になれるんだなあ。それはきっと、、、、大人も同じだよね。

…そんなことを考えていた、 11月12日、表現発表の当日。

子どもたちの発表の前に、東村山市での演劇表現プロジェクトのドキュメンタリー映画

「じぶんのことば」が上映されました。

今回のワークショップ同様、子どもたちがゼロから作品を作り上げるまでのプロセスを追っ

たものなのですが、フアシリテークーの方々の関わりが素晴らしく、子どもたちの本来持っ

ている輝きが引き出されていく姿がまぶしく、本当に感動しました。

観終わって、フアシリテークーの方々や今回のワークショップに子どもたちを送り出した保

護者の皆さんと共に、感想を分かち合いました。

皆さんの感想を聞いているうちに、なんだか少しずつ、アルゼンチンの教室で勇気をふりし

ぼって立ち上がったときの、あのときの感じが蘇ってくるような気がしました。

「ほんとうのこと」を言うんだ、というあの気持ち。

日本の小学校に戻ってから、無価値と同然だった、ほんとうの気持ち。正しい答えは、 「とな

りの人と同じです」か「考え中です」だったあの3年生からの日々。どうして自分で決めら

れないのか訊ねても、無視して行ってしまう先生。

見守ってもらえさえすれば生まれてきたかもしれない表現がたくさんあったのになつ

マイクがまわってきたとき、私の中から出てきたのは、言葉をふさいでしまうほどの涙でし

た。

なぜ、娘が3年生のこのタイミングで このワークショップに出会えたのか、この映画に出

会えたのか、それに共感する大人や子どもに出会えたのか、本当に不思議だと思います。

小学生の私に贈られた、 40年後のプレゼントでしょうか。

追記

…この原稿を書いてから、もうひとつプレゼントがありました。

なんとこれを読んだまゆさんが、是非びっぴで「じぶんのことば」を上映したいと仰り、ス

タッフ会議でトントン拍子に上映が決定したのです!

というわけで思いがけず、ただ書いた原稿が、上映のお知らせに変身しました。

◎ 1月30目(火) 9時30へ(上映時間1時間)メインホールにて、参加費無料

「じぶんのことば」の上映会を行います。どうぞご予定ください。

最後まで読んでくだきってありがとうございました。

西川真木枝(保育サポートスタッフ/ 「呼吸の時間」担当)
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